
オーシャン東九フェリー

九州～東京 ３４時間の旅

飛行機が２時間足らずで九州と東京をぶっ飛ぶ中飛行機が２時間足らずで九州と東京をぶっ飛ぶ中

同じ区間を２泊３４時間かけて結んでいるフェリーも存在する同じ区間を２泊３４時間かけて結んでいるフェリーも存在する

実際に乗船してどのように過ごしたかレビューしてみたい実際に乗船してどのように過ごしたかレビューしてみたい

乗船日

フェリーびざん　新門司→東京
２０１９年１１月１日（金曜日）

乗船レビュー

長距離の中の長距離フェリー
　皆さんは同じ乗り物から一切下車せずに２４時間以上連続で

乗り続けるという体験をしたことがあるだろうか。まぁ自家用車

ならワンチャンあり得るかもしれない。この本の関係者にシベリ

ア鉄道に乗ってきた強者が居るが、そのへんも特殊なので除外

するとして…

　国内の交通手段に限ってみると現在は陸路・空路ともに２４時

間以上運行するものは存在しておらず、唯一フェリーの一部航路

で２４時間超えの航路が存在する状況である。

太平洋フェリー	 　名古屋→苫小牧	 ２泊４０時間

新日本海フェリー	 　苫小牧→敦賀（寄港便）　２泊３４時間

オーシャン東九フェリー　新門司→東京　２泊３４時間

マルエーフェリー	 　鹿児島→那覇　１泊２６時間

　この４航路が２４時間以上連続で乗り続けることができるフェ

リーとなる。どれも一回は途中で寄港するが、仙台に３時間近く

停泊する太平洋フェリー以外は基本的に下船できない。

　今回はオーシャン東九フェリーで３４時間かけて、北九州から

東京へと移動した話となります。

新門司港へ
　オーシャン東九は新門司にターミナルを持つ他のフェリー会社

とは違い小倉駅からの無料バス送迎は行っておらず、門司駅か

ら乗り合いタクシーでの移動となる。タクシーと言っても３２０円

均一となっており、乗る際に専用のタクシー券を売ってもらえる。

タクシーはごくふつうのタクシーを予約車としたものであり、こ

の日の送迎利用はわずか５人で２台に分かれて乗車した。たしか

に普段がこの程度であればバスの必要はない。

　ターミナルまでは山を越えて２０分程度。連絡バスでも思うが

この区間は港に向かうというのにゴリゴリに山越えしていく不思

議な状況である。新門司が門司から見て山の反対側にあるせい

ではあるのだが、このおかげでフェリーは運行上のネックでも

あった関門海峡を通らなくてもよくなり、九州道からのアクセス

もよくなったというメリットもある。

　ターミナルに到着していざ手続き。

オーシャン東九はＷＥＢ予約した場

合チェックイン機が利用できる。のだ

が、予約した筈なのに出てこない。あ

るえ？とよく確認してみると、予約した

ものの前日までの決済をすっかり忘れて

いた。オーシャン東九のＷＥＢ割引は

１０００円程度ではあ

るがちょっと痛い。無

事窓口のほうで買いな

おして、定価で乗船チ

ケットをゲットした。
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乗船ファーストインプレッション
　１８時半ころに乗船開始。一般

乗客自体は１０人程度のようであ

る。これだけ見ると閑散すぎてヤ

バい感じだが、この航路はほぼ貨

物メインなので大丈夫であろう。

要するに普段からこんなもんなの

である。オーシャン東九は実は２度

目で、前回は２０１０年頃に東京→

北九州で乗船したが、やはりこの

程度しか乗っていなかった記憶がある。

　昔は安く移動できたフェリーだが、ＬＣＣの台頭に高速料金の

値下げで必ずしも安い移動手段とは言えなくなってきており、マ

イカーや原付・自転車と楽に移動したいという需要を除けば、我々

のような「フェリーまる一日過ごしてみたい」といったニッチな需

要しか期待できないのが現状である。実際自分も結構ギリギリ

までＬＣＣを使うか悩んでいた。

　そんな感じでこのフェリーは旅客設備についてはかなり合理

化が図られている。その最大の特徴として、なんとレストランが

船内にないのだ。オーシャン東九では１９９６年に就航したおー

しゃんさうす・おーしゃんのーすでレストランを省略し、供食設備

を自動販売機のみにするという思い切ったフェリーを投入したが、

２０１６年に就航したこの新造船についてもその方針が引き継が

れている。

　船内に入るとまずエントランスだが、ここにはインフォメーショ

ンのほか売店、オーシャンプラザ（オートレストラン）、ロッカー、

ゲームコーナーなどがあり、公室機能のほとんどがこの場所に集

まっている。船内に入っていきなり自販機と電子レンジが並んだ

空間に出迎えられるのはなか

なか異様である。案内図を見

ると船内も５階だけのワンフ

ロアで構成されており、やは

り他社と比べると特殊な構造

となっている。オーシャンプラ

ザの向こう側が客室となって

おり、中央あたりには大浴場

とテレビ、ランドリーなどが置

かれたリラクゼーションスペー

スが設けられている。その先

にもう一度客室があり、先端

は前を展望できるフォワードロ

ビーとなる。屋上デッキに出

ることもできるが夜間は閉鎖

される。乗客が立ち入りでき

る空間はこの程度であり、他

のフェリーに比べると正直探

索し甲斐はない。

　客室は極めてシンプルでベッ

ド席と2～４人個室の二タイ

プしかない。今回はベッド席

にした。

　レストランがないため船内

で営業時間が存在するのはイ

ンフォメーション・売店と酒類

の自販機のみである。ご飯は

いつ食べても良いし、風呂も

乗船中は入り放題。いつでも

寝放題ということである。

オーシャンプラザ
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乗船中の食事
　さて、この船で過ごすにあたって一番気になるのはやはりメシ

であろう。やはり冷食自販機・オートレストランのみというのは

不安しかない人も多いかと思う。自分も悩んだ結果、最初の２食

を持ち込みで済ませて２食だけを船内調達にした。

◇１日目晩飯：持ち込みコンビニ弁当（ラーメン＋おにぎり）

◇２日目朝飯：持ち込みパン

◇２日目昼飯：カップ徳島ラーメン＋小鉢煮物＋パックご飯

◇３日目晩飯：塩ホルモン＋鶏炭火焼＋鳥スープ＋パックご飯

　　

　自販機ではカップ麺がコンビニ価格の１４０円から、冷凍うど

ん・そばが３００円程度。その他にもチャーハンやカレーといっ

た冷凍食品も置いてある。主なメニューについては下に公式サイ

トに案内されているものを転載しておく。

　ドライバーが多いためか七味や塩などの基本調味料はフリー

で置いてある。器やわり箸・フォークなども常備してある。給茶

機もあるのでお茶も飲み放題である。ただし製氷機は設置され

ておらず、氷は自販機で売られている。

　メニューは冷凍食品ながらもいろ

いろ用意されているので、最大４食

の中ではそうそう困ることはないで

あろう。個人的にはパックご飯がど

れも２００円なのが地味に痛かった

ので、ご飯を多めに食べたい人は乗

船前に調達しておくと良い。あと野

菜系もぜんぜん取れないので気にな

る人はカップサラダなどを用意して

おくと良いだろう。なお冷蔵庫は個

室にしか装備されていないので、要

冷蔵のものを持ち込む際は注意。

　もう一つ船内で売っていないもの

としてはお菓子類がある。一応つま

み系の自販機はあるのだがお菓子は

スティックポテト程度で、袋菓子や

チョコレート系のものなどは船内で

は入手できない。食べないと禁断症

状が出る人はあらかじめ買いこんで

乗船しよう。

銀座焼チーズカリー

日日
用用
品品

ご  案  内 
●給茶器を設置していますので、お茶、お水、お湯がご利用頂けます。

●酒類の販売は、 時～ 時まで販売を中止しております。

※種類は、船により多少異なります。予め、ご了承ください。

冷冷凍凍食食品品専用電子レンジで温めてお召し上がりください。 円～ 円

カニあんかけ五目炒飯 ふんわり親子丼

プルコギビビンバ丼 野菜たっぷりひれカツ丼

豚焼肉丼

種類の中華丼

※※冷凍食品調理手順※※

①自動販売機でお好きな品を購入

②専用の下皿をセットして、専用の電子レンジで温めたらできあがり！

★電子レンジで温めたあと、１～２分ほど冷ましておくと、よりおいしく召し上がれま
●タオル・歯ブラシセット・・・・・・・・・・・・・・・・・ 円

●タオル・歯ブラシ・カミソリセット・・・・・・・・・・・・ 円

●シャンプー・コンディショナー・ボディーソープセット・・・ ３００円

●シャンプー・コンディショナー・洗顔セット・・・・・・・・ 円

●クレンジング・洗顔・化粧水・乳液・ヘアミルク

シャンプー＆コンディショナー・ボディーソープ・ヘアブラシ 円

ボディタオルセット

●安眠セット、ティッシュ、スリッパ 等、販売しております。

レレトトルルトト食食品品ほほかか
専用の容器にお湯を入れて、もしくは電子レンジで温めて

お召し上がりください。 円～

●サントリー ●アサヒ飲料 ●大塚製薬 ●明治飲料

●缶ビール ●第 ビール

・・ 円 ・・ 円

・・ 円

●カクテル ●ハイボール

各種 円～ ・・ 円

カカッッププ麺麺

各種 円

パパンン

各種 円

ココーーヒヒーー

おお惣惣菜菜

味味噌噌汁汁・・ススーーププ ・・ごごははんん

銀座焼チーズカリー ミートソース ナポリタン

塩ホルモンジャンボしゅうまいハンバーグ

一番人気 かつサンド

おにぎり ２個
かき揚げそば

ちくわ天うどん

● 味噌汁

ふんわりたまご、海峡で育ったわかめ

焼きなす、ねばねば野菜、丸ごと梅お吸い物

● スープ

コーンポタジュ、クラムチャウダー

● ごはん

ひとめぼれ、胚芽米・金のいぶき

熊本城ごはん

五目釜めし、中華風おこわ

● お惣菜

豚バラと大根の煮物、筑前煮、肉じゃが

● パン

天然酵母 デイプラス 各種

● カップ麺

徳島金ちゃんラーメン、カップヌードル各種

●コーヒー

ＵＣＣカップコーヒー

ほか おつまみをご用意しております。

助六弁当

※※ 商商品品・・価価格格ににつついいててはは、、予予告告ななししでで変変更更すするる場場合合ががごござざいいまますすののででごご容容赦赦願願いいまますす。。

飲飲
料料
水水
・・
おお
酒酒

 

おおつつままみみ

徳島 そうめんチップス ミックスナッツ

なとり えいひれ チーズ鱈 さきいか

年 月

金ちゃんラーメン

１８０円

オーシャン東九の売店に置いてあるのは

東京・九州・四国のお土産とオリジナルグッ

ズ程度であり、他の船のようにお菓子や

アメニティなどは置いていない。タオルや

歯ブラシなどのアメニティ類はリラクゼー

ションスペースの自販機で購入できる。と

いうことで乗船時もあまりお世話になる

人はいない感じであった。

ほぼ用事のない売店



３４時間をどう過ごしたか
　３４時間の長い船旅。実に持て余しそうであるが、その間は

このように過ごしていた。

◆１日目

◇18：30　乗船・船内散策

◇19：10　出航

◇19：40　晩飯

◇21：00　原稿

　オーシャンプラザで原稿。まだ豊予海峡あたりなので普通に

電波は通じる。以降時間が空いてる場所は基本寝てるか原稿。

◇23：40　水の子島灯台通過

◆２日目

◇ 0：00　風呂

　２４時間開いているのでありがたい。

◇1：00　就寝

◇8：30　起床

◇ 9：20　徳島着

◇ 9：30　朝飯（持ち込みパン）

◇11：20　徳島出航

　徳島では２時間停泊するが、ペットの散歩以外での下船は認

められていない。

◇14：10　昼飯（ラーメン）

◇15：10　潮岬通過

◇17：00　デッキで夕日を見送る

◇17：30　電波なくなる

　紀伊半島を離れて２時間半。案外もっていた電波がついに途

切れた。ここから伊豆方面までつながらなくなる。

◇19：10　晩飯

◇20：00　就寝

　電波も通じないので早めに寝ることにした。

◆３日目

◇1：00　起床　下田沖付近

◇1：20　風呂

　こんな時間でも風呂に入れるのがありがたい。以降原稿。

◇ 5：30　下船準備

◇ 6：00　東京港到着

　そんなわけで、基本は原稿をやっ

て過ごしていた。ベッド席だった自

分はオーシャンプラザで作業するこ

とになるが、徳島からの乗船を含

めても旅客は３０名程度と思われ、

混雑については特に問題はなかっ

た。ただし、案外コンセントが用意

されていないこともあり、運

が悪いと先に使われているこ

ともありそうである。

　定番は本を持ち込んで消

化するのがベストであろうか。

前述の通りネットにつながら

ない時間も多いのでオンライ

ンコンテンツで時間をつぶそうとする場合ははご注意。個室で

あればテレビもあるので過ごし方の幅は広がるかもしれない。

　ところでどのくらい原稿が進んだかはノーコメントとさせてくだ

さい。よろしくお願いいたします。

案外早いぞ３４時間
　乗船前はひたすら長い時間に思えたが、実際に乗ってみると

案外あっけなく東京についてしまった印象がある。積んでるもの

を消化するぞーと意気揚々と本を抱えて乗船しても、意外とたい

して消化しきれないかもしれない。アッ決して原稿が進まなかっ

たわけではない。

　そもそも東京九州フェリーが出来たらオーシャン東九選ぶ必要

なくない？ それはそう。とはいえ、他の長・長距離フェリーは

施設が充実してクルーズ化していたりひたすら島を結んでいく生

活感溢れる航路だったりするので、純粋な貨物航路の雰囲気に

近いオーシャン東九はこれはこれで唯一のものである。機会が

あればぜひ乗ってみてほしい。

　

41


